
契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　垂水児童クラブ運営委員会には長年、垂水児童クラブの業務を
委託しており、その実績から児童の安全確保は基より、運営上必
要な知識、経験を有している。また、有資格者の支援員等を多数
配備し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員配置体制も整
えている。これらの要素を総合的に考慮し、同クラブの運営を他
に本市で受託する事業所もないことから随意契約としたものであ
る。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市田神146番地

会 社 名 垂水児童クラブ運営委員会

代 表 社 名 委員長　橋口　敬二

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 5,151,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（第１垂水児童クラブ）業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

第１垂水児童クラブ（垂水小学校余裕教室）

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。



3,787,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（第２垂水児童クラブ）業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

第２垂水児童クラブ（垂水小学校余裕教室）

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　垂水児童クラブ運営委員会には長年、垂水児童クラブの業務を
委託しており、その実績から児童の安全確保は基より、運営上必
要な知識、経験を有している。また、有資格者の支援員等を多数
配備し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員配置体制も整
えている。これらの要素を総合的に考慮し、同クラブの運営を他
に本市で受託する事業所もないことから随意契約としたものであ
る。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市田神146番地

会 社 名 垂水児童クラブ運営委員会

代 表 社 名 委員長　橋口　敬二

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額



契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　シルバー人材センターには長年、水之上児童クラブの業務を委
託しており、その実績から児童の安全確保は基より、運営上必要
な知識、経験を有している。また、有資格者の支援員等を多数配
備し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員配置体制も整え
ている。これらの要素を総合的に考慮し、同クラブの運営を他に
本市で受託する事業所もないことから随意契約としたものであ
る。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市南松原町42番地

会 社 名 公益社団法人　垂水市シルバー人材センター

代 表 社 名 理事長　和田　隆次

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 8,713,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（水之上児童クラブ）業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

水之上児童クラブ

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。



3,810,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（協和児童クラブ）業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

協和児童クラブ

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　シルバー人材センターには長年、水之上児童クラブの業務を委
託しており、その実績から児童の安全確保は基より、運営上必要
な知識、経験を有している。また、有資格者の支援員等を多数配
備し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員配置体制も整え
ている。これらの要素を総合的に考慮し、協和児童クラブの運営
を他に本市で受託する事業所もないことから随意契約としたもの
である。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市南松原町42番地

会 社 名 公益社団法人　垂水市シルバー人材センター

代 表 社 名 理事長　和田　隆次

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額



5,154,000円

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　シルバー人材センターには長年、水之上児童クラブの業務を委
託しており、その実績から児童の安全確保は基より、運営上必要
な知識、経験を有している。また、有資格者の支援員等を多数配
備し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員配置体制も整え
ている。これらの要素を総合的に考慮し、牛根児童クラブの運営
を他に本市で受託する事業所もないことから随意契約としたもの
である。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市南松原町42番地

会 社 名 公益社団法人　垂水市シルバー人材センター

代 表 社 名 理事長　和田　隆次

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

牛根児童クラブ

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（牛根児童クラブ）業務委託



契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　さざなみ学童クラブは、社会福祉法人さざなみ福祉会が柊原・
新城小学校区等の児童を対象として、平成30年度より新たに運用
を開始したもの。
　同法人は、さざなみ保育園を運用しており、児童の預かりにお
いては、安全面の確保や管理等において豊富な知識を有してい
る。また、市が条例で定める専用スペース及び放課後支援支援員
の有資格者も確保し、週５日及び長期休業中に対応できる支援員
配置体制も整えている。これらの要素を総合的に考慮し、同クラ
ブの運営を他に本市で受託する事業所もないことから随意契約と
したものである。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市柊原3377番地

会 社 名 社会福祉法人　さざなみ福祉会

代 表 社 名 理事長　黒川　徹

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 5,516,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 放課後児童健全育成事業（さざなみ学童クラブ）業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　放課後児童健全育成事業における児童の安全確保及び継続的な
運用を行うことが必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

さざなみ学童クラブ（さざなみ保育園敷地内）

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に就学している
児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室等を利用して、適
切な遊び及び生活の場を与えてその健全な育成を図る事業。



2,874,000円

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 垂水市子育て支援センター事業業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　子育て支援センター業務の継続性及び利用者支援事業との一体
的な運用が必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

垂水市子育て支援センター

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育
てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う事業

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　垂水市社会福祉協議会は、子育てグループの育成と支援事業を
長年実施してきており、子育て支援員の経験も豊富で有り、スキ
ルも高い。また、週５日運用に対応するために支援員も多数確保
している。これらの要素を総合的に考慮し、他に本市で受託する
事業所もないことから随意契約としたものである。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市田神11番地１

会 社 名 社会福祉法人　垂水市社会福祉協議会

代 表 社 名 会長　木佐貫　泰英

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額



随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

契 約 の 件 名 垂水市利用者支援事業業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

垂水市子育て支援センター

　子育て支援センターを拠点とした利用者支援事業の事業継承が
必要であるため。

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　子育てする保護者を対象に子育て支援の情報提供は基より、各
種相談に応じた助言等を行うとともに関係機関との連絡調整を実
施する事業。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

契 約 の 相 手 方

住 所

会 社 名

代 表 社 名

垂水市田神11番地１

社会福祉法人　垂水市社会福祉協議会

会長　木佐貫　泰英

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 3,288,000円

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　利用者支援事業は、子育て中の保護者からの様々な悩み・相談
に応じ、関係機関と連携し、指導や助言、サポートを行うもの
で、支援員には専門的な知識や経験が求められる。
　垂水市社会福祉協議会には、子育て支援センター業務も委託し
ており、情報連携等をはじめ、一体的な効果的な運用が図れるこ
と、また、支援員の経験も豊富で、スキルも高いことから、他に
本市で受託できる事業所もないことから随意契約としたものであ
る。



随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名 垂水市ファミリー・サポート・センター事業業務委託

契 約 金 額

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　垂水市ファミリー・サポート・センター事業の継続的な運用が
必要であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

垂水市子育て支援センター

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

事業の安全かつ継続的な運営に関し、提供会員及び利用会員の研
修の実施及びサービス利用の管理を行い、利用会員と提供会員と
の相互援助活動を行い子育て支援環境の充実を図る事業。

2,657,000円

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　本事業は、平成29年度から実施し、これまで社会福祉協議会に
委託している。この事業は、子育て支援センターを拠点にしてお
り、同協議会には、子育て支援センターの運営委託及び、利用者
支援事業の運営を委託しており、事業の連動性も高い。同協議会
は子育てに関する経験も豊富でスキルも高い。他に本市で受託す
る事業所もないことから随意契約としたものである。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日

契 約 の 相 手 方

住 所 垂水市田神11番地１

会 社 名 社会福祉法人　垂水市社会福祉協議会

代 表 社 名 会長　木佐貫　泰英

予 定 価 格 非公表



予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 2,838,000円

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

　児童手当の管理については、基幹システムを利用しており、児童手当
の制度改正に伴い、システムの改修が必要になった。株式会社南日本情
報処理センターが基幹システムを熟知しており、当該事業所以外ではシ
ステム改修の作業は困難であることから随意契約としたものである。

契 約 の 相 手 方

住 所 鹿児島市東開町4-104

会 社 名 株式会社　南日本情報処理センター

代 表 社 名 代表取締役　中村　洋

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

　児童手当の制度改正に伴う現況届廃止・高所得者支給廃止等にできる
ように児童手当システムを改修する。

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

業務委託

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

令和４年２月１日　～　令和４年３月31日

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

　児童手当の制度改正に伴いシステム改修が必要であるが、南日本情報
処理センターは本市の基幹システムを熟知しており、当該事業者以外で
はシステム改修は困難であるため。

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

　垂水市　福祉課子育て支援係

随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

契 約 の 件 名
児童手当システム　現況届廃止・高所得者支給廃止に伴うシステム改修
業務委託



随　意　契　約　結　果　調　書

所 管 課 福祉課

随 意 契 約 の 根 拠 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

契 約 の 件 名 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金システム対応業務委託

当 該 随 意 契 約 を
適用した具体的理由

工事期間、履行期限
又 は 納 入 期 限

契約日から令和４年３月３１日

工事場所、履行場所
又 は 納 入 の 場 所

垂水市役所　福祉課

本システムは、住民情報・税務情報、及び、令和２年度実施の特
定定額給付金情報を使用する必要があり、個人情報の安全管理や
事業を最小限の費用で令和３年度中に円滑に実施するためには基
幹システムの設置業者が最適であるため。

工 事 概 要
又 は 業 務 概 要

給付システムパッケ－ジ及び設定・導入作業

工 事 種 別
又 は 業 務 区 分

給付システムパッケ－ジ及び設定・導入作業一式

契 約 の 相 手 方

住 所

会 社 名

代 表 者 名

鹿児島市東開町4-104

（株）南日本情報処理センタ－

代表取締役　　中村　洋

予 定 価 格 非公表

契 約 金 額 ３，５６４，０００円（税込）

契約の相手方の選定
経過及び当該相手方
を 選 定 し た 理 由

本システムは、住民情報・税務情報、及び、令和２年度実施の特
定定額給付金情報を使用する必要があり、個人情報の安全管理や
事業を最小限の費用で令和３年度中に円滑に実施するためには基
幹システムの設置業者が最適であるため。


